
1 .  研究概要
ヒ ト 染色体の構造 を 解剖学的 に 解明 し ， さ ら に ヒ

ト の遺伝性疾患 と 染色体異常 と の連関 を 人類遺伝学
的 に 追求 し よ う と し て い る 。

そ の た め に ， ヒ ト 染色体の標本作製法， こ と に 染
色法の吟味 を 行い， 染色体分析検査技術 を 検討 中 で
あ る 。 ニ コ ン ・ ビ ッ カ ー ス の顕微濃度計， 走査型電
子顕微鏡に よ る 研究 も 進め て い る 。 一方， こ れ ら の
基礎的 な研究手段 と し て， 染色体の数 も 少 な し 形
態 も 大 き い Rat kangaroo の培養細 脳 Pt K � を 用 い，
継代時に お け る 数 と 構造 の 異常 出現の変動 を 観察 し
て い る 。 き ら に ， 尿素処理 ・ ト リ プ シ ン 処理に よ る
染色体内部構造 を ， 蛍光染色， 銀染色， 細胞化学的
色素に よ っ て 解明 中 であ る 。 難治性疾患 と し で の遺
伝性疾患 と 異常形質 と の関係に お け る 形質 人類学的
検討 を 加 え る と と も に ， 人類遺伝学の医学教育 に お
け る 位置づけ を 検討 し て い る 。
2 .  学会報告

1 ) 松 田 健 史 : 多 因子性遺伝疾患 の研究，
富 山 県 医学会， 1978 . 2 ，  富 山 .

2 ) 松 田健史， 森沢佐歳， 武 田 公男 ， 津島邦彦 :
培養 Rat kangaroo ce l l  1 ine の核型変動， 日 本解
剖学会第83回総会， 1978 . 4 ，  宇部.

3 ) 松 田 健 史， 森沢佐歳， 武 田 公 男 ， 中 谷害男，
窪 田 叔子， 相模嘉夫， 松 田 正 男 : 北陸 日 本 人下顎骨
の年令差一一特に 20才 よ り 50才 ま で一一一， 第 10回成
長談話会大会， 1978 . 1 1 ， 松本.
3 . 原 著

1 ) 四 日 剛太郎， 河崎一夫， 米村大蔵， 松 田健史，
母子に み ら れ た Rieger 症候群の一家系， 眼科臨床
医報 72 ( 10 ) : 22- 28， 1978. 
4 . 総 説

1 )  松 田 健 史 : 唇 ・ 顎 ・ 口 蓋裂 の 原 因， 疫学， 歯
科 ジ ャ ーナ ル 7 ( 2 ) : 143- 146， 1 978. 

2 ) 深津利之， 竹内政夫， 松井晶， 松田 健 史 :
Nai l - Pate l l a  Syndrome ， 薬の知識 29 ( 4 ) : 20-
21 ， 1978. 

3 ) 松 田 健史 : 多 因 子性遺伝疾患， 富 山 県 医報
744 : 10 - 20 ， 1978 . 
5 . 著 書

1 ) 渡辺正 男， 松 田 健 史 : 富 山 県 に お け る 染色体

検査 シ ス テ ム， 大倉興司 ・ 半 田順俊編 : 地域遺伝相
談一一一考 え 方 と そ の方法一一 51 - 54頁， 日 本家族計
画協会， 1978 . 
6 .  その他

1 ) 松 田 健 史 : 赤血球産生の異常一一ー貧血 と 多血
症一一 ( 社保指導者伝達講習会) ， 富 山 県 医報 749
: 34- 39 . 1 978 . 

、、‘，，，raE・・・，，，EE、、

史
歳
男

学

健
佐
公

田
沢

田

剖

松
森
武

教 授
助 教 授
助 手

解

(2) 学

一

郎
子
司
子み

憲
通
厚
堅
る

屋
村
岡
田
光

吾リ

高
木
藤
宮
善

解

教 授
助 教 授
助 手
助 手

文部事務官

1 .  研究概要
1 ) 肥満細胞の起源， 膜 の特徴， 反応， 分泌等に

つ い て の従来の電顕手技 を 用 い た 研究では， い く つ
か の 固 定法やエ ポ ン 包埋法で安定 し た 成績がえ ら れ，
特 に 細 胞 膜の観察が可能 と な り 肥満細 胞 と 隣接細 胞
の 関係が調べ ら れ る よ つ に な っ た 。 分裂促進因子 P

H A を 用 い て 得 ら れ た 皮 膚や所属 リ ン パ節 での 肥満
細 胞や好塩基球の細胞膜の接着装置様構造， 脊椎動
物の細網内皮系の肥満細胞の分布， 染色性， 微細構
造の特徴 を 系統発生的に検討 し た 。 ま た低粘性樹脂
に よ る 標本作製時聞の短縮 に 成功 し ， 水溶性樹脂 を
用 い た 組織， 細 胞化学的研究が進行 し て い る 。

2 ) 動物の組織， 細 胞 内 の微細構造 レベルでの可
溶性物質の分布の研究 は 主 に 無機元素 を X 線微小分
析 ( エ ネ ル ギ一分散型 と 波長分散型 ) す る こ と に よ
り 進め て い る が， 新鮮伸展標本 を 用 い て 脳や肥満細
胞 の Ca と Mg の分布， 特に 後者の イ オ ノ フ ォ ア A
23187に よ る 変化 を 調べ て い る 。 新鮮凍結乾燥超薄

切 片 は 作製法に 改良 を 加 え ， 脳， 騨臓， 肝臓， 肥満
細 胞 の 比較的良 い切片が得 ら れて お り ， こ れ ら に つ
い て X 線微小分析に よ り 元素の分析 を 行い報告 し た 。
良 い 凍結超薄切 片 を 電顕的 オ ー ト ラ ジ オ グラ フ ィ ー
に よ る 有機質の分布の研究へ応用すべ く 試み て い る 。

3 ) 脊椎動物の 肥満細 胞 を alc i an blue-safranin  

染色に よ り 系統発生的 に 調べ る と 伸展標本では すべ
て の肥満細胞が赤 く 染色 き れ る が， パ ラ フ ィ ン 切 片
では晴乳類では 赤 い も の が大部分であ る が， 鳥類以
下 では すべ て青 〈 染 ま る 。 こ れは 固定前の空気乾燥
に よ る こ と がわ か り ， 微細構造の違 い を 調べ そ の機
序 を 検討 し て い る 。
2 .  学会報告
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